
日本さい帯血バンクネットワーク

は､ ７月27日に東京・大手町のサン

ケイプラザホールで ｢日本さい帯血

バンクネットワーク年次報告会2003｣

を開催しました｡ この年次報告会は､

今年６月にわが国におけるさい帯血

バンクを介した非血縁者間さい帯血

移植が､ 累計で1000例を突破したこ

とを記念した公開シンポジウムを兼

ねるものになりました｡

まず､ 主催者代表として日本さい

帯血バンクネットワークの齋藤英彦

会長の挨拶の後､ 厚生労働省をはじ

めとして来賓の挨拶を頂戴した後､

基調報告として ｢さい帯血移植1000

例の歩み｣ そして ｢さい帯血移植の

移植成績｣ さらに ｢さい帯血バンク

の現場から､ 各地の取り組み｣ があ

りました｡ そして､ 全国11のさい帯

血バンク代表者が同じ席について

｢パネルディスカッション さい

帯血バンクあんなことこんなこと｣ ＝

写真＝で活発な論議が行われました｡

この催しには､ 全国のさい帯血バ

ンク関係者をはじめ､ さい帯血移植

を体験した患者さんやボランティア

の皆さんなど200名あまりが参加し

ました｡ ＝２～３面に関連記事

日本さい帯血バンクネットワーク

は､ 公的さい帯血バンク事業の安定

的な運営のため､ ２つの要望書を厚

生労働大臣にあてて提出しました｡

ひとつは来年度政府予算編成を前

に､ さい帯血バンク事業に関する来

年度の国庫補助金を要望したもので､

６月27日に提出しました｡ 内容は

｢来年度は5000程度のさい帯血を保

存したいこと｣ ｢保存細胞数基準引

き上げのコストアップ｣ ｢さい帯血

の運営経費負担｣ ｢設備備品類の改

善｣ ｢５周年記念事業を含む普及啓

発費増額｣ ｢国際協力推進のための

新規経費｣ などを要望しました｡

もうひとつは８月18日に提出した

もので､ さい帯血に医療保険の適用

を求めた要望書です｡ これは､ 今後

のさい帯血バンク事業は国庫補助金

だけではなく､ 移植に用いたさい帯

血そのものに保険点数をつけて､ き

ちんと保険医療会計のなかに位置づ

けてほしいとするもので､ 移植に使っ

たさい帯血一つにつき､ 213,000点

(213万円)を要望しました｡この点数

の算出には､ 来年度以降の５年間に

行われるであろうさい帯血移植件数

を推計し､ その間にさい帯血バンク

で必要となる経費総額を積み上げ､

１件あたりの費用を計算したもの｡
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【注】①表とグラフのデータは､ 2003年８月末現在｡
②表の数字はカッコ外が移植数､ カッコ内が供給数｡
③移植数は使用数であり､ 複数さい帯血同時移植 (２本のさい帯血を同時に移
植) が４例行われているため､ 累計実移植実施数は1142例｡ 複数さい帯血同
時移植は､ 02年度３月に１例､ 03年度４月､ ５月､ ７月に１例ずつ実施｡

●各バンクの移植 (供給) 数

バンク名 ～02年度 03年度 合計
北 海 道 168(171) 36 (43) 204(214)
宮 城 1 ( 1) 1 ( 1) 2 ( 2)
東 京 161(165) 37 (40) 198(205)
日赤東京 62 (66) 47 (50) 109(116)
神 奈 川 66 (68) 9 ( 9) 75 (77)
東海大学 114(127) 44 (51) 158(178)
東 海 140(142) 26 (26) 166(168)
京 阪 －( －) 0 ( 0) 0( 0)
兵 庫 135(144) 39 (38) 174(182)
中国四国 24 (25) 7 ( 6) 31 (31)
福 岡 25 (28) 4 ( 4) 29 (32)
合 計 896(937) 250(268) 1146(1205)

●保存さい帯血の公開数
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日本さい帯血バンクネットワーク

の年次報告会を兼ねた ｢非血縁者間

さい帯血移植1000例突破記念公開シ

ンポジウム｣ は､ 第１部の式典に引

き続いて､ 第２部として３つの基調

報告とパネルディスカッションがあ

りました｡

まず最初の基調報告として ｢1000

例までのあゆみ｣ が野村正満事業運

営委員長からありました｡

さい帯血

移植の歴史

にふれた後､

今年の１月

から６月ま

でに行われ

た220例の

さい帯血移植から得た最も新しいデー

タの提示もありました｡ それによる

と､ 移植患者を年齢別にみると､ 15

歳までの小児領域は24％で､ さい帯

血バンクの初期段階ではほとんどが

小児患者が対象であったのですが､

今では成人患者にも広くさい帯血移

植が行われていることが明らかにさ

れました｡ また､ 50歳以上の高齢者

への移植は35％もあって､ 最高齢は

76歳の患者さんもいました｡

さらに､ 最新の220例の HLA 一

致度では６座一致が12％､ ５座一致

が39％､ ４座一致が49％で､ HLA

でのミスマッチを避けることよりも､

より細胞数の多いさい帯血が選択さ

れていることもわかりました｡

続いて､ 加藤剛二事業運営委員よ

り ｢さい帯血移植成績報告｣ があり

ました｡ 疾患別､ 病期別､ 年齢別な

ど細かい移植成績の分析が発表され

ましたが､ 東大医科研グループの成

人患者 (標準危険群) への100％生

存率というすばらしい成績も披露さ

れました＝関係グラフは右に＝｡

また､ こ

れまで非腫

瘍 性 疾 患

(特に再生

不良性貧血)

では､ 生着

不全が発生

しやすく､ さい帯血移植の成績は良

くないとされてきましたが､ 虎の門

病院グループが取り組んでいるさい

帯血を用いたミニ移植の成績も報告

されて､ 今後の非腫瘍性疾患へのさ

い帯血移植の有効性を示唆するもの

もありました｡

次に ｢さい帯血バンクの現場から｣

と題して､ 高梨美乃子事業運営委員

から日本さい帯血バンクネットワー

クを構成する全国11のさい帯血バン

クの取り組みが報告されました｡

11のさい

帯血バンク

はそれぞれ

運営母体や

発足の経緯

も違って､

同じさい帯

血バンクとはいえ､ かなり活動内容

も異なる部分があります｡

また､ それぞれが地域性を持って

ユニークな活動を展開しています｡

そんな各地の個性的な取り組みを知

り､ 自分たちのバンクの運営のため

に大いに参考になった､ と感想を漏

らすさい帯血バンク関係者も多くい

ました｡

さい帯血バンクNow2

最高齢者は76歳
1000例までのあゆみ

非腫瘍性にも有効
さい帯血移植の成績

他のバンクに学ぶ
現場の取り組み報告

年次報告とHLA 適合より細胞数 記念シンポ
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さらに､ パネルディスカッション

｢さい帯血バンクあんなこと､ こん

なこと｣ が､ 11のさい帯血バンクか

ら１名ずつ､ 様々な立場のスタッフ

が壇上に上がって並びました｡ 採取

病院､ 分離調製､ 広報領域など､ そ

れぞれが自分の立場から現在直面し

ている問題などを話し合いました｡

＝顔写真の敬称略

ところで､ さい帯血バンクのスタッ

フは､ さい帯血移植を受ける患者さ

んとはほとんど接点がありません｡

自分たちが移植病院に送り出してい

るさい帯血を移植している患者さん

はどのような方なのか､ まったく顔

が見えていないのです｡

そこで､ 昨年さい帯血移植をして

元気になった患者さん一家が登場し

ました｡ 愛知県でいちご農家を経営

する加藤徳男さんです｡ 加藤さんは

骨髄バンクのドナー登録会推進のた

め､ 奥さまの真紀さんと幼い娘のあ

いかちゃんとともに､ ご一家でポス

ターに登場するなど骨髄バンクに協

力してきました｡

しかし骨髄バンクでドナーは得ら

れず､ 昨年さい帯血移植を受けまし

た｡ そして順調に回復してこの日､

元気な姿を見せてくれました｡ あい

かちゃんもマイクを持って ｢ありが

とうございました｣ とあいさつして

くれて､ 会場は大いに盛り上がりま

した｡ また､ 加藤さんからの提言や

パネルディスカッションで話し合わ

れたことは今後のさい帯血バンク運

営に反映されることになります｡

なお､ シンポジウムの進行役は自

らもさい帯血を提供したフジテレビ

の木幡美子アナウンサーが見事な司

会ぶりを見せてくれました｡
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北海道・茂木祐子

東海・矢崎信

宮城・四方田淳 東京・山口暁 日赤東京・小川篤子 神奈川・磯山恵一 東海大・加藤俊一

京阪・松本加代子 兵庫・下野珠実 中四国・山村一 福岡・佐藤博行 司会・木幡美子



さい帯血バンクを介したさい帯血

移植を行うには､ 日本さい帯血バン

クネットワークに登録した病院 (診

療科) でなくてはなりません｡ この

ほど､ 日本さい帯血バンクネットワー

クでは､ 移植施設の登録基準を定め

た ｢技術指針｣ の一部を改訂しまし

た｡

これにより､ 移植施設の登録基準

は､ 緩和する形で変更になりました｡

主な改訂点は移植件数です｡ 改訂内

容は以下の通りです｡

この改訂により､ さい帯血移植に

取り組む登録病院がさらに増えるこ

とが予測されます｡ 登録は診療科ご

とが原則になっていますが､ 複数診

療科 (チーム) で登録を希望する場

合は､ 別途申請が必要となります｡

なお､ このほかにも登録にはいくつ

かの条件を満たすことが必要です｡

新たに登録を希望する移植施設は事

務局にお問い合わせください｡

本号では､ 日本さい帯血バンクネッ

トワークが予算関連の要望書を厚生

労働大臣にあてて提出した記事を第

１面に掲載しましたが､ 編集最終締

め切り直前になって､ 来年度予算の

厚生労働省臓器移植対策室関連の概

算要求額が明らかになりました｡

さい帯血移植対策事業費としての

補助金は来年度要求額が６億2846万

円で､ 今年度予算額の６億1750万円

から２％弱の微増となっています｡

中身についての詳細はまだ明らかに

なっていませんが､ 保存さい帯血の

数が､ 今年度の3000個から3300個へ

と１割程度とわずかながら増えるこ

とになりました｡ また､ 今年度は日

本さい帯血バンクネットワーク体制

再構築事業費として6000万円が計上

されていますが､ その額はほぼ通常

予算として経年化されることになり

ます｡

詳しい内容はこれから役所の説明

を待たなければなりませんが､ 残念

ながら私たちが要望したものが実現

することは､ これで無理かもしれま

せん＝１面参照｡

一方､ 骨髄移植対策事業費 (骨髄

移植推進財団への補助金) の概算要

求額は４億6208万円 (今年度予算４

億3939万円) で､ いくつかの新規メ

ニューも盛り込まれています｡

この概算要求に基づき､ 財務省の

原案が作られ､ 政府予算案となって

国会審議に付されます｡

さい帯血バンクNow4

●同種造血幹細胞移植を過去５

年間で内科10例以上､ 小児科７

例以上実施していること｡

さい帯血移

植の適応は､

原則として骨

髄移植や末梢

血幹細胞移植

と同様です｡

各さい帯血バ

ンクにはそれ

ぞれの適応判定委員会が存在し､

日常的に作業を行っています｡ し

かし､ 時には個々のさい帯血バン

クでは判定に迷うような事態も発

生します｡ そのような場合に､ ネッ

トワーク全体で適応について審査

するようにしようということで､

平成14年に事業運営委員会の小委

員会として ｢適応判定委員会｣ が

発足いたしました｡

委員は判定内容の性格上医師の

みで構成 (委員長：加藤俊一､ 副

委員長：西平浩一､ 委員：幸道秀

樹､ 土肥博雄､ 原宏､ 矢崎信) さ

れています｡

この委員会では以下のような問

題について審議・審査しています｡

１. 疾患や症例としての適応

従来の造血幹細胞移植の適応と

は認められていないような病気に

対する移植の申請があって､ 当該

のさい帯血バンクでは判定が困難

である場合にはこの委員会で審査

をすることになっています｡ また､

新しい移植方法などで日本さい帯

血バンクネットワークが試験的研

究として認めた場合にもこの委員

会で審査をすることになりました｡

２. 登録病院以外からの申請

他の造血幹細胞移植後の生着不

全や､ 全身状態不良などで転院が

できないような場合における非登

録病院からの申請については､ 各

バンクの判断で可否を決定し､ 速

やかに事業運営委員会に報告をす

ることが義務づけられています｡

その他の状況における申請につい

ては､ この適応判定委員会に判定

を依頼することになっています｡

３. 登録病院の規準の見直し

医療技術の進歩､ 特にさい帯血

移植の普及に伴い､ 非血縁者間さ

い帯血移植を実施できる登録病院

のあり方について定期的に見直し

をしていく必要がありますが､ 平

成15年度より登録病院の規準の見

直しについてもこの委員会で審議

をして､ 事業運営委員会に答申す

ることになりました｡

これまでにこの委員会で審査を

した件数は平成15年８月末現在で

17件です｡ 年度別にみますと平成

14年度９件､ 15年度８件で､ 判定

内容別にみますと､ 疾患としての

適応判定が１件､ 複数さい帯血移

植の適応判定が６件､ 非登録病院

からの移植申請が10件となってい

ます｡ 審査結果は､ ｢可｣ とされ

たものが12件､ ｢条件付き可｣ と

されたものが３件､ ｢不可｣ とさ

れたものが１件､ ｢保留｣ となっ

たものが１件 となっています｡

������

�����	 �������

委員長・加藤俊一

移植施設の登録基準を緩和

保存さい帯血は来年度3300個


